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衆議院安全保障委員会ニュース 

平成 27.3.31 第 189回国会第４号 

 

3月 31日（火）、 第４回の委員会が開かれました。 

 

１ 特定防衛調達に係る国庫債務負担行為により支出すべき年限に関する特別措置法案（内閣提出第 20号） 

・中谷防衛大臣、あべ農林水産副大臣、左藤防衛副大臣、山本文部科学大臣政務官及び政府参考人に対し質疑を行い

ました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

門 山 宏 哲君（自民） 

・「特定防衛調達に係る国庫債務負担行為により支出すべ

き年限に関する特別措置法案（長期契約法案）」により

その年限を５か年度以内から 10 か年度以内に延長する

趣旨は何か、中谷防衛大臣に伺いたい。 

・長期契約法案を限時法とする理由について、防衛省に伺

いたい。 

・長期契約法の成立は、防衛産業からの下請企業の撤退防

止にどのように寄与すると考えているのか、中谷防衛大

臣に伺いたい。 

 

伊 佐 進 一君（公明） 

・平成 27 年度予算案に計上されたＦ－３５Ａ、オスプレ

イ及びグローバルホークシステムの調達を長期契約の対

象としなかったのはなぜか、防衛省に伺いたい。 

・超過利益返納条項付契約が、防衛関連企業による過大請

求事案の原因となっているのではないか、防衛省の見解

を伺いたい。 

・長期契約による調達コストの縮減以外にも、調達改革の

ためにやるべきことが多くあると考えるが、中谷防衛大

臣の決意を伺いたい。 

 

津 村 啓 介君（民主） 

・特定防衛調達の対象として「装備品等の整備に係る役務

の調達」が含まれているが、具体的にどのような役務を

想定しているのか、防衛省に伺いたい。 

・平成 27 年度予算案に計上されたＦ－３５Ａ、オスプレ

イ及びグローバルホークは仕様が安定しないため長期契

約の対象としていないということであるが、これらの仕

様が安定すれば長期契約の対象とするのか、中谷防衛大

臣の見解を伺いたい。 

・平成 27年度予算案には、固定翼哨戒機Ｐ―１の 20機一

括取得に要する経費として 3,396億円が計上されている

ことから、１機当たり約 170億円と計算されるが、長期

契約を行うにもかかわらず、平成 20 年度の単価である

約 156億円よりも高額となる理由を防衛省に伺いたい。 

 

大 串 博 志君（民主） 

・長期契約法を適切に運用するためには、防衛省における

適正な調達価格算定能力の向上が不可欠であり、そのた

めの体制整備を行う必要があると考えるが、中谷防衛大

臣の見解を伺いたい。 

・３月 24 日、沖縄防衛局は、翁長沖縄県知事による普天

間飛行場代替施設建設に係る海上作業停止指示に対し、

行政不服審査法に基づく審査請求及び指示の執行停止申

立てを行ったが、政府はこのような強硬な対応を改め、

県側と対話する必要があるのではないのか、中谷防衛大

臣の見解を伺いたい。 

・中谷防衛大臣は、防衛省設置法第 12 条について、「文

民である防衛大臣による自衛隊の統制の補佐を定めたも

のであり、文民統制そのものを定めたものではない」と

説明しているが、このような解釈を政府がするように

なった時期及び経緯を伺いたい。 

 

下 地 幹 郎君（維新） 

・防衛省は、長期契約の効果として、防衛産業からの下請

企業の撤退防止、ひいては防衛生産・技術基盤への寄与

を挙げているが、自衛隊と米軍の装備品の互換性を低下

させないことにも留意する必要があると考えるが、中谷

防衛大臣の見解を伺いたい。 

・現在国会に提出されている防衛省設置法等の一部改正案

が成立すれば、長期契約を含め、装備品等の研究開発か

ら調達を一元的に所掌する防衛装備庁が新設されること

となるが、調達等に係るこれまでの一連の不祥事事案の

再発を防止するための防衛省の取組について、中谷防衛

大臣に伺いたい。 

・林農林水産大臣が、漁業行政上の理由からではなく、沖

縄防衛局の申し立てた外交・防衛上の理由を相当として、

翁長沖縄県知事による普天間飛行場代替施設建設に係る
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海上作業停止指示を停止する決定をしたことは適切なこ

とと言えるのか、農林水産省の見解を伺いたい。 

 

赤 嶺 政 賢君（共産） 

・財政法上、国会議員の任期を参考に定められた国庫債務

負担行為の年限を大幅に延長することは、国会の予算審

議権を侵すものではないのか、中谷防衛大臣の見解を伺

いたい。 

・長期契約の対象となる装備品等に法的限定はあるのか、

防衛省に伺いたい。 

・林農林水産大臣は翁長沖縄県知事による普天間飛行場代

替施設建設に係る海上作業停止指示の停止を決定したが、

その理由の一つとして「日米両国間の信頼関係への悪影

響による外交・防衛上の損害」を挙げているところ、翁

長知事の指示は具体的にどのような悪影響を生じさせる

のか、水産庁に伺いたい。 

 

照 屋 寛 徳君（社民） 

・長期契約法案は憲法に定められた財政民主主義に反する

のではないのか、中谷防衛大臣の見解を伺いたい。 

・長期契約による支払が現行中期防衛力整備計画の期間を

超えて続くことの適否について、中谷防衛大臣の見解を

伺いたい。 

・３月 25 日に就役した護衛艦「いずも」はフランスの空

母「シャルル・ド・ゴール」と同規模の艦船であるが、

憲法上攻撃型空母の保有は許されないという昭和 63 年

の政府見解に変更はないのか、中谷防衛大臣の見解を伺

いたい。 

 

 


